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府
住
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

籠

空
き
対
策
と
福
祉
両
立

鋼

蒜
憾

害
ぢ

霊

の
支
褒
と
府
営
住
宅
の
空
き
察

避
雰
た
費

便
罰
Ｒ

舞

酪
帝
内
２
想
盛
蟻
ど
姉
師
庫

害
者
が
共
同
生
活
す
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
し
て
賀
し
出
す
準

備
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
府
営
仕
事
を
分
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
利
用
す
る
の
は

腐

で
露

玉

８

召

府
醤
昼
出
言
盟
怪
邸
ら
の
醒
解
を

得
て
、
今
年
度
末
ま
で
の
印
捜

笛

晶

互

こ
の
日
の
府
腺
会

一
般
質
問

で
、
地
上
滝

，
保
鶴
枢
狂
部
長

が

「第
師
市
内
の
府
営
仕
事
を

便
え
る
見
通
じ
が
つ
い
た
」
と

述
べ
た
。

府
艦
臣
穏
憚
碓
室
に
よ
Ｘ
Ｉ
よ

府
が
舞
睡
市
内
の
府
営
住
宅
の

と
喜

繋

沖

氏

猥

槽

轡

智

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
通
醤
す

る
社
会
福
祉
法
人
に
貸
し
出

す
。
入
層
増
暉
４
が
５
八
で
、

そ
れ
で
れ
各
戸
で
独
立
し
て
焦

督
ど
＆
官

そ
の
う
ち
１
戸
は

食
事
な
ど
を
す
る
公
共
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
僅
宅

束窟
者
の
困

呂

串

晨

ど

に
煙

、

壁
種
柾
帯
の
選
雪
盃
ロ

市がバス運賃補助

畳

宮

こ
れ
ま
で
市
な
ど
が
聞
伯
す
る

・イ
ベ
ン
ト
の
多
く
で
駐
車
器
を

上
確
保
し
て
き
た
が
、
多
数
の
来

親
者
が
マ
イ
カ
ー
で
防
れ
て
渋

蒋
を
一再
い
て
い
宅

こ
〔
羊
航
ヤ、
市
は
、
公
共
交

墨

獲

罵

の
観

型

を
活
用
、
パ
ス
運
貫
の
需
勤
菓

賄
挙
鼻
酷
Ｗ
単
た
。
一型
間
中
に
イ

ベ
ン
ト
会
報
を
効
れ
た
人
に
当

引
揚
記
念
行
事
で
増
ど

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
引
き
起
こ
す
交
通
波
滞
の
解
消
を
目
指
し
、
錬
額
市
は
Ａ
イ
ベ
ン

卜
来
場
者
に
帰
り
の
路
線
パ
ス
遍
賀
者
編
助
す
る
垂
亜
亨
舟
〓
毛

環
境
へ
の
配
慮
も
兼
ね

た
府
内
で
初
の
試
み
で
、
門
月
６
日
か
ら
４
日
間
ｈ

「
海
外
引
崩
ＳＯ
周
年
通
怠
行
寧
」
な

ど
で
巣
殖
Ｆ
利
用
結
果
を
調
べ
、
今
後
露
■
ペ
ン
ト

ヘ
の
導
八
を
検
対
す
穐
。
　
‐

回
限
り
の
瀬
質
補
助
弟
を
濃
す

シ
ス
テ
ム
で
、
相
胡
酷
幡
じ
票
六

資
も
瞑
援
特
占
６
円
〔

寧
と
市
客
£
餌
い
ず
れ

登

蹟

ヽ

憲

　
「
暑

通
念
行
事
」
の
ほ
か
、

「
赤
れ

ん
ポ
プ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
錨
節
」
、

「
秋
の
ほ
っ
と
ス
ト
リ
ー
ト
ー

Ｂ
ま
い
り
る
」
で
実
験
し
、
イ

ベ
ン
ト
会
瑠
な
ど
で
遵
質
稲
動

昌

。

語
人
と
し
て
近
く
に
住
ん
だ

り
、
同
虐
し
た
り
し
て
パ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
。

府
に
よ
る
と
、
智
通
の
施
捜

「
津
掃
ど
、

地
域
社
会
の
中
で

冒

こ
畠

郷

Ｂ

精
神
陣
曽
智
も
お
り
ヽ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
開
段
救
は
鳴
え
て

い
亀
盛
日Ｆ
■
月
蒼
番
、

５３
か
所
で
榔
２
４
０
∧
が
入

魯

霜

総

パ
ス
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
西
弾
掘
駅

営

再

免

笛

晶

簡

通
パ
ス
で
も
利
用
で
き
紀

市

昌

コ

橿

雰

人
が
博
練
バ
ス
を
利
用
す
る
か

を
銅
遊
し
た
上
で
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
も
韓
入
す
る
か
機
対

し
た
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

路
綴
パ
ス
の
利
用
替
癒
増
え
れ

ば
」
と
し
て
い
亀

属
町
府
ほ
、
空
ぎ
録
の
有
効
利

用
電

な
彙

費

苗

塁

め
て
埜
弔

置

ぼ

　「霜

ム翼
録

答

を

報

）
五

餓

に

溶
勝
浜
営
召

陣
彗
害
へ
の
理
解

も
深
ま
る
と
思
う
「
鏑
醜
市
で

野

響

低

鐘

鶴

宅
で
も
利
用
を
増
や
し
た
い
」

と
し
て
い
る
、
　
　
　
‘

月
と
ｇ
月
の
年
２
回
あ
り
、
今

回
ほ
昨
年
門
月
に
入
挙
し
て
航

海
、
一騨
咽

主
計
の
３
コ
ー
ス

で
　
一
‐
年
間
学
ん
だ
９４
人

（
女
性

昼

ぎ

署

式
で
は
ま
ず
、
取
員
Ｉ
共
検

長
が
各
コ
ー
ス
の
代
豪
者
に
卒

講

害

手
じ

、
「冒

宅

え

懇
け
持
っ
玉
罰
菫
ロ

海
上
保
安
官
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
禍
閲
コ
ー
ス
の

江
隠
正
和
さ
ん
（２５
〉が

「
輝
上

餐

房

倍

移

愛

う
、

あ
く
な
き
挑
載
書
と
し
て
簿
り

を
持

っ
て
使
命
を
金
う
し
た

い
」
工
墨
罷
耕
益
本
た
。
新
潟

提
上
保
安
部
の
巡
視
距

「え
ち

吾

昂

騒

隼

ュ
蟹
聖
腐
口
騨
審
密

■

行
警
晶
朴
島
置
会

埜
霜

で
圏
答
れ
亀

国
民
文
化
祭
の

内
定
書
を
交
付

２
０
１
１
年
の
府
園
職
鴨

換
ま

っ
た
国
民
文
化
祭
の
内
一

藩

雪

ヽ
雷

　（

審

骨

質

・

室
分
堂
で
行
わ
れ
、
河
色
軍

，
畳

曾

が
選

書
畳

昏

取
Ｆ

佑

一

目

響

は

「
内
聾

扶
湛

ぽ

・

心
か
ら
御
札
申
し
上
げ
豊
軍
糸
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